
東北家庭科教育研究 No.3pp. 27-34 (2∞4.7) 

家庭生活についての全国調査東北データの分析(第4報)

-高校生の自立と家庭生活に対する意識・意欲との関連性一

高木 直*l，大森桂*l，中屋紀子勺，長津自喜子*3，

浜島京子叫，黒川衣代*5，渡瀬典子3K3，砂上史子*6

竹山形大学教育学部， *2宮城教育大学， *3岩手大学教育学部，

*4補島大学教育学部， *5秋田大学教育文化学部，ネ6弘前大学教育学部

Survey on Children's Consciousness and Behavior 

in Family Life: Analysis ofthe Data in the Tohoku District (4) 

倫 Relationshipsbetween Autonomous Ability and Consciousness 

about Family Life of Senior High School Students -

Nao TAKAGI， Facu!ty 01 Educαtion Yam噌 αtaUniversz:り

Eζ試;suraOMORI， Fi.αcu!ty 01 Educαtion Yamag.αtα Universz:り

をえor也:oNA孟必'lA Miy，α-gi University 01 Educ，αtion 

、t也:必むをえAGASAWA Facu!ty 01 Educαtion， Iwαte Universz:り

Kyoko H地位、J1MA Fi.αcu!ty 01 Educαtion， FukushimαUniversity 

去:inuyoKUROKAWA Fi.α:cu!ty 01 EducationαndHumαn Studies， AkitαUniversity 

Noriko WATASE Facu!ty 01 Education， _fIωαte Universz:り

FUlτ白色:oSUNAG凶.11 Fi.α:cu!ty 01 Education， Hirosaki University 

1.はじめに

日本家庭科教育学会が2∞i年に実施した f家庭生

活についての調査J1)について，東北地誌では地区

の特磁を明らかにし，今後の家庭科教育に生かすこ

とを自的として1虫自にデータを分キ斤し，これまで3

報にまとめ報告している。本報は，対象を高校生に

絞り，生活の自立状況と家産生活に対する意識や意

欲との関連性を分析し，子どもの生活的自立を促す

(受付2∞4i!ミ4月 19日/審変終了 2∞4王手4月28臼)
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ことの重野性を実証的に明らかにし，今後の家庭科

教育への示唆を得ることを自的とする。高校生を対・

象とした理由は，全国データとほとんど差がない中

で，間4-1の生活の自立に関する設問において「家

族の夕食を作るJの実践率か東北の高校生女子で高

く，男女差も大きかったことに注目し，東北の高校

生の自立の実態、およびそれに関連する関子を詳細に

分析することにより，今後の家庭科教育への重要な

示唆が得られるのではないかと考えたためである。



潟水他:家庭生活についての金額調査(第4報)

2.方法

(1 )対象

日本家躍科教育学会の行った全国調査を含め，東

北独自の調査計留によって得たデータのうち，本報

で分析の対象とした調査項自全てに問答した生徒，

1，291人(男子588人，女子6%人，性別不明7人)を

対象とした。

(2)調査項毘および分析方法

本報で分析の対象とした調査項目を表 lに示す。

まず荷ふ1の生活の自立に関する 18項目の回答を

もとに生徒の自立度を評価した。つぎに，開4-2iもっ

と上手に出来るようになりたいと思うことJ，開4-4
「もっとすすんでするようにしたいと思うことJに

おいて，生徒の選択した項目数を l項毘 1点として

得点化し，技能習得意欲得点，対人関係や地域環境

に対する改善意欲得点とした。

また，間 10-1の家庭の働き(役目)として大切だ

と思う項呂を複数選択させた設関において，生徒の

選択した項目数を 1項目 l点として得点化し，家躍

生活に対する姉髄観得点とした。さらに，関 10-3に

おいて「家斑生活を明るく楽しくするために自分が

できることのうち，一番大切だと思うことjとして

生徒の選択した項目により，生徒の家庭生活に対す

る参加意欲を評価した。(1)~(3)を選択した生徒を

「積極j民J，(4)~(6)を選択した生徒を「消極iJH(7)を

選択した生徒を「その他Jとした。

以上の項目を用い，自立度の高さにより技能習得

意欲，対人関係や地域環境に対する改善意欲，家庭

生活に対する価髄観，家庭生活に対する参加意欲に

違いがみられるか分析を行った。

表 1 調査項箆

<生活の自立笈>
関4-1 あなたは、次のことをどれくらいしていますかo

fいつもするjから「しないjまであてはまる番号を 1つ
ずつ選んで、数字にOをつけて下さい。

(1)ほうちょうで食べ物を切る
(2)食器を洗う
(3)フライパンゃなべを使って料理する
(4)家族の夕食を作る
仰せんたく機で衣服のせんたくをする
(6)せんたくものをたたむ
(7)ボタンのとれた特に、ボタンをつける
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(8)季節や気候にあった服装を自分できめる
(9)パソコンを使って暮らしの情報を集める
(10)へやをそうじして、きれいにする
(11)家族にたのまれた買い物をする
(12)すごしやすくなるように、へやの滋皮や空気を

調節する
(13)ゴミを決められた方法で出す
(14)電気や水を使いすぎないように、 i主窓ゃくふう

を寸る
(15)包装や入れ物がゴミになりにくい物を選んで寅

つ
(16)近所の人にあいさつをする
(17)お年寄りや体の不自由な人に声をかけたり手助

げをする
(18)子どもの遊び根手をする

<技能の習得意欲>
関4-2 次のことで、もっと上手に出来るようになりた
いと思うことの番号にOを付けて下さい。(複数回答)

(1)ほうちょうで食べ物を切る
(2)食器を洗う
(3)フライパンゃなべを使って料理する
(4)家族の夕食を作る
仰せんたく機で衣服のせんたくをする
(6)せんたくものをたたむ
(7)ボタンのとれた時に、ボタンをつける
(8)季節や気候にあった服装を自分でさめる
(9)パソコンを使って暮らしの情報を緩める

(10)この中にはない

<対入荷係や地域環境に対する改蕃意欲>
間4-4 次のことで、もっとすすんでするようにしたい
と思うことの番号にいくつでもOを付けて下さい。(複数
筒答)

(1)へやをそうじして、きれいにする
(2)家族にたのまれた寅い物をする
(3)すごしやすくなるように、へやの温度やさE気を

調節する
(4)ゴミを決められた方法で出す
(5)電気や水を使いすぎないように、注意ゃくふう

をする
(6)包装や入れ物がゴミになりにくい物を選んで貿

つ
(7)近所の人にあいさつをする
(8)お年寄りや体の不自由な人に声をかけたり、手

助けをする
(9)子どもの遊び相手をする
(10)この中にはない

<家庭生活に対する儀儀観>
間10-1 家庭には、次のような働き(役13)がありま
す。あなたが大切だと思うものの番号にOを付けて下さ
い。((複数包答)

(1)子どもを生み育てる
(2)寝たり休んだりする
(3)夫嬬がいっしょにくらす
(4)くらしに必要なものがある
(5)くらしに必要なお金がある
尚子どもをよい人間に育てる
のその家の習慣を受けついでいく
(8)老人や病人などが守られる



入れ物がゴミになりにくい物を選んで買うJ(男子

3.2%，女子4.5%)， rお年寄りや身体の不自由な人

に声をかけたり手助けをするJ(男子5.3%，女子

4.7%)， r家族の夕食を作るJ(男子1.7%，女子5.5%)

であった。

ほとんどの項目において男子の実践率は女子に

比べて低く，特に「食器を洗うJrボタンのとれた

時に，ボタンをつける」といった食生活および衣生

活における基本的な自立の男女差が顕著であったO

次に，表2に示したように開ふlの18項目のうち

衣食の自立に関する(l)~(8)の計 8 項目，社会的自

立に関する (13)~(18)の計 6項目を取り上げ，各項

目において「いつもする」または「ときどきするjに

O印をつけた数を調べ， 0印 lつにつき 1点を与え

て得点化し， r衣食の自立」得点， r社会的自立J得

点とした。また 18全項目の得点の合計を「生活の自

立J得点とした。これらの得点を生徒の「自立度Jの
指標とし，得点の分布状況と平均値を考題して3群

(高群，中群，低群)に分類した。高群，中群，低群

の構成比を図 lに示す。
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<家庭生活lこ対する参加愈欲>
間10-3 家庭生活を明るく楽しくするため、あなたが
できることのうち、一番大切だと思うものを 1つ選んで、
番号にOを付けて下さい。

(1)家庭の仕挙を受け持つ
(2)家族と話し合う
(3)家族といっしょに行動する
(4)病気にならないように気をつける
(のわがままを言わないようにする
(6)わからない
(7)その他

3.結果および考察

(1 )東北の高校生の自立の実態

間ふiの18項目について， rいつもするJと回答

した生徒の割合を表2に示す。実践率の最も高かっ

た項自は， r季節や気候にあった報装を自分できめ

るJ(男子73.6%，女子88.9%)で、あった。一方，男

女いず、れにおいても実践率の低い項目は「包装や

間4・1<生活の自立居室>において， rいつもするjと回答した生徒の劉合苦笑2

女子

(1)ほうちょうで食べ物を切る

(2)食著書を洗う

(3)フライパンゃなべを使って料理する

(4)家族の夕食を作る

(5)せんたく機で衣服のせんたくをする

(6)せんたくものをたたむ

(7)ボタンのとれた燃に、ボタンをつける

(8)季節や気候にあった服装を寝分でさめる

(9)パソコンを縫って謬らしの悩報を室長める

(10)へやをそうじして、きれいiこする

(11 )家族にたのまれた災い物をする

(12)すごしやすくなるように、へやの温度や空祭を議室告する

(13)ゴミを決められた方法で出す

(14)言霊祭や水を告をいすぎないように、 i主主霊ゃくふうをする

( 15)包袋や入れ物がゴミになりにくい物を選んで潔う

( 16)近所の人にあいさつをする

( 17)お年寄りゃ体の不自由な人にE蓄をかけたり手助けをする

(18)子どもの遊び柏手をする
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内容をさらに充実させる必要があると患われる。

(2)自立度と技能の習得意欲との関連

自立度の高群，中群， f民群間で技能習得意欲得点

に違いがみられるかf鰐すした。結果を図2に示す。

「衣食の自立度jと技能習得意欲との関連におい

ては， f民群の得点が最も高く(男子2.7点，女子3.1

点)，低群から高群にかけて右下がりのグラフと

今
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100% 

「衣食の自立度Jr社会的自立度Jr生活の自立度J
いずれも，女子においては潟群に分類される生徒の

割合が高く，逆に男子においては抵群に分類される

生徒の割合が高かった。特に f衣食の自立度Jの男

女差は大きく，女子の53.2%が高群であるのに対し，

男子の49.7%は抵群に分類された。この男女差は，家

庭における性別役割分業意識が依然として強いこと

を示していると同時に，家庭科教育の課題を示峻し

ていると盟、わhる。

一方， r社会的自立度Jは「衣食の自立度Jに比べ

て男女差は大きくない。しかし，高群に分類された

生徒の割合は，女子31.6%，男子 19.7%と「衣食の

自立度Jに比べて抵く，男女いずれも中群に分類さ

れる生徒が最も多かった。人々が互いに助け合いな

がら環境に配慮した生活を実践する上で社会的自立

は欠かすことのできないものであり，衣食の自立と

問様，今後家境科教育において社会的自立に関する

80% 

自立度3群の構成比

60% 40% 20% 

図1

0% 



なった。このことから， r衣食の自立度jの低い生徒

ほど食生活や衣生活，パソコン等に関する技龍の習

得意欲の高いことが示された。「衣食の自立度jの項

自は技能を伴うため，生徒は日頃自立できていない

と感じる場面が多々あり，技能を身につけたい，ま

たは身につけなければと考えていると推察される。

衣食に関する自立度の低い生徒にとって，生活に必

要な技能の習得は家庭科を学習する動機付けとして

有効に働くのではないかと考えられる。

一方， r干土会的自立度jと技能習得意欲との関連に

おいては，高群の得点が最も高く(男女いずれも 3.1

点)，低群から高群にかけて右上がりのグラブとな

り， r衣食の自立度jとは逆の結果となった。「社会

的自立度jは他者や:l1!i域環境とより長い関係を築く

ことに関わる項自が多く含まれており，これらが実

接できている生徒は技能習得意欲も高く，逆に実践

できていない生徒は技能習得意欲も低いという結果

であった。このことから，他者を思いやり，地域環

境に配慮する意識を育むことにより，生徒の技能習

得意欲を引き出すことができると思われる。

(3)自立度と対人鰐係や地域環境に対する改善

意欲との関連

盟3に自立度3群別の改善意欲得点の平均値を示

す。「衣食の自立度Jr社会的自立度Jr生活の自立度」

いずれにおいても，低群から高群にかけて右上がり

の傾向を示すグラフとなった。すなわち，自立度の

高い生徒ほど対人関係や地域璃寛をより良くしよう

とする意欲の高いことが分かつた。

}:J、上，臨立度と技能習得意欲および対人関係や地

域環境に対する改養意欲との関連を検討した結果，

「社会的自立度Jの高い生徒は技能の習得や生活改

蓄に対する意欲の高いことが明らかとなった。この

ことから，生活をより良くしようとする実践力を育

成するためには，生徒の社会的自立を促すことが重

要であり，家麿科において社会的自立に関する学習

内容・方法を今後さらに検訴する必要があると思わ

れる。また， r衣食の自立度Jの抵い生徒ほど技能習

得意欲は高かったことから，生徒の衣食の自立にお

いて，家庭科における実践的・体験的学習の意義は

大きいといえる。しかしながら，衣食の自立におけ
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図3 自立度3群別の対人関係や地域環境lこ対する改養

意欲得点の平均儀

る男女差は依然、として顕著で、あったことから，特に

男子に対して自立を促すという視点から衣食に関わ

る実践的・体験的学習の効果的な導入方法について

今後さらに検討する必要があると思われる。

(4)自立度と家庭生活に対する価値観との関連

自立度3群加の家捷生活に対する掘催観得点、の平

均値を酉4に示す。「社会的自立度jの股群，仁村群，

高群荷に明確な得点護がみられ，抵群(男子5.0点，

女子5.1点)から高群(男女いずれも 6.3点)にかけ
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様子は見受けられるが， i社会的自立度Jに比べて群

問の得ー点差は明確ではなく，このことから，生徒が

家庭生活に多様な緬舗を見出し，家庭生活をより良

くしようとする意欲を育むためには，社会的に自立

していることが重要といえる。

高木他:家庭生活についての会頭認資(第4報)

(5)自立度と家庭生活に対する参加意欲との関連

家庭生活に対する参加意欲について3タイプに分

類した結果，同素極派J55.3%， i消極派J39.7%， 

の他J5.()l)らであった。男女いずれにおいても

派jが過半数を占めており(男子53.6%，女子56.9%)，

家庭生活を明るく楽しくするために積緩的に関わろ

うとする意識をもっ生徒の多いことが明らかとなっ

た。しかし，消極派の割合も決して低くはなく(男

子42.2%，女子37.6%)，回答の内訳をみると，家箆

生活を明るく楽しくするために何をしたらよいか

「わからないjという生徒は男子14.6%，女子12.8%，

「わがままを言わないようにするJという生徒は男

子 12.2%，女子 13.9%であった。

次に， i積極派jと「消極派jの自立度3群の構成

比を比較した(図 5)。いずれのケースも「積極派j

はf消極派」に比べて自立度の高群の割合が高く，低

群の割合が低かった。また「衣食の自立度jよりも

「社会的自立度Jにおいて， i積根派jと「消緩派」と

の陪の差は大きかった。以上のことから，生活の自

立度と家庭生活に対する参加意欲には関連のあるこ

とが明らかとなり，特に社会的な自立は，家麗生活

を明るく楽しくするために積極的に関わろうとする

意識の漏養にとって重要な要素と考えられる。
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以上，自立度と家庭生活に対する価値観および参

加意欲との関連を分析した結果，生徒が家庭生活の

多様な働きを理解し，家賠生活を明るく楽しくする

ために積極的に関わろうとする意識を持つことは，

生活の自立度，特に社会的にどの程度自立している

かが関わっていることが明らかとなった。従来家庭

科教育において，生活に必要な基礎的な知識や技術

の習得を国り，生徒の衣食の自立を促すことは重視

されてきた 2)3)。しかし，今自の分析により，家庭

生活の向上に稜極的に取り組む姿勢を育むために

は，衣食の自立だけでなく，社会的な自立を促すこ

とも重要であることが京唆された。
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菌群

自立度3群別の家庭生活に対する価儀観得点の平

均値

て右上がりに得点が高まっていた。さらに，この傾

向は男女でほぼ同じであった。このことから，男女

いずれにおいても，社会的に自立している生徒は，

家躍生活に対する価値観得点が商く，すなわち家庭

生活に対してより多様な髄鑑を認めていることが明

らかとなった。 f衣食の自立度」ゃ「生活の自立度J
についても，抵詳の得点が低く，高群の得点が高い

中毒草

生活の自立皮

低若手

。

1El4 



衣食の自立度 図 llt群ロ中若草ロ商事手

5母子-1.露極派

5母子・議後派

女子・綴緩派

女子・ j肖控室派
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社会的自立度 際低若手口中群ロ溺群

5号子・務綴派

5号子・;背後派

女子・務怒派

次予・ j博幸翠派

。% 20% 40% 60% 80% 100% 

生j奈の8立IJ'. l!ilf!;_1;若手口中毒草口溺君草

5母子・ 1震後派

5号子・滞在京辰

女子・綴怒派

女子・ j肖後派

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

思5 家庭生活に対する参加意欲の「積様派Jと「消極

派jの自立度3群の機成比

4. まとめ

本報では，日本家捷科教育学会の行った全国調査

を含め，東北独自の調査計画によって得たデータの

中から高校生に対象を絞り，生活の自立度と技能習

得意欲，対人関係や地域環境に対する改議意欲，家
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庭生活に対する価値観，家産生活に対する参加意欲

との関連を分析した。その結果，以下のことが明ら

かとなった。

( 1) r衣食の自立度Jr社会的自立度Jr生活の自立

度jいずれも，女子においては高群，男子において

は低群の割合か1窃く，特に f衣食の自立度」に顕著

な男女差がみられた。

(2) r衣食の自立度Jの低い生徒ほど食生活や衣生

活，パソコン等に憶する技能の翠得意欲は高かっ

た。また，自立度の高い生徒ほど対人関係や地域環

境をより良くしようとする意欲か濡かった。

(3)男女いずれにおいても， r社会的自立度Jの高

い生徒は，家庭生活に対する錨値観得点が高く，家

庭生活に対してより多様な価値を認めていることが

鳴らかとなった。

(4 )生活の自立度と家産生活に対する参加意欲に

は関連が認められ，特に社会的な自立は，家賠生活

を明るく楽しくするために積極的に関わろうとする

意識の瀬饗にとって重要であることが示唆された。

今田 1，2∞名以上の東北の高校生のデータを分析

したことにより，生徒が家庭生活の改蓄に主体的に

取り組む姿勢を育むためには，衣生活や食生活に関

する基本的な自立が必要であるだけでなく，社会的

にも自立することが重要であることが実証的に明ら

かにされた。今後の研究課題として，高等学校以前

の学校段階における自立度と家庭生活に対する意識

や意欲との関連を明らかにし，特に社会的な自立を

促すために発達段階に応じた効果的な家捷科の学習

内容・方法について検討する必要がある。

本論文を執筆するにあたり，データの集計にご協

力頂きました山形大学教育学部4年高橋美絵さんに

心から感謝申し上げます。
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